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包 0187-85-2294固0187-85-2291

印刷・五十嵐印刷株式会社

~第 4回美 郷 町祉 会 福祖t六 会 開催~

1 1月6日(火)六郷体育館にて「第4回美郷町社会福祉大会」が聞かれました。

当日は、 450名を越える参加者のもと、地域福祉に貢献された方々の表彰、事例発

表は美郷町六郷小学校6年生の皆さんから「みんなで生きる街~人と人とのふれ合い

を通して-----Jと地域福祉トータルケア推進事業 i5青水の里ふれ合い運営委員会」班長

より、「清水の里いきいきサロン『まめだ屋』の設立」について発表してもらいました。

その後アトラクションとして地元有志による「歌と踊りのバラエティーショー」で会

場大盛り上がりで幕を閉じました。
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wn
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

「美
郷
町
に
お
け
る
保
健

・
福

祉
の
推
進
」
と
題
し
、
福
祉
保
健
課
長
・
仙
南
診
療
所
院

長
・
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
の

3
名
及
び
、
田
園
調

布
学
園
大
学
小
野
敏
明
教
授
を
交
え
、
美
郷
町
の
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
熱
く
語
り
合
い
ま
し
た
。

十
月
二
十
三
日
(
火
)
i
二
十
四
日
(
水
)
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
・
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
共

催
の
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
セ
ミ
ナ
ー
」
が
美
郷
町
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地
か

5
二
百
五
十
名
を

超
え
る
参
加
者
が
集
い
、
地
域
に
お
け
る
問
題
・
成
果
・
課
題
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

美
郷
町
仙
南
公
民
館
を
主
会
場
に

一
日
目
は
、
実
践

発
表
・
実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
実
践
発
表
で
は
、
美
郷
町
社
会
福
祉
協
議
会
大
阪

孝
次
事
務
局
次
長
が
「
地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進

事
業
の
取
り
組
み
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

4
名
の
方
々
が
各
地
区
で

行
っ
て
い
る
「
住
民
参
加
に
よ
る
福
祉
で
ま
ち
、
、
つ
く
り
」

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
雁
の
里
ふ
れ
あ
い
運

福鑑定より第 11号

営
委
員
会
の
空
き
庖
舗
活
用
事
業
作
業
班
高
橋
美
由

紀
班
長
は
、
旧
J

A
秋
田
お
ば
こ
後
三
一
年
出
張
所
所

を
改
築
し
誕
生
し
た

「
よ
っ
て
っ
て
」
を
卵
か
ら
雛

が
生
ま
れ
、
立
派
な
鶏
に
な
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

説
明
方
法
で
立
ち
上
げ
か
ら
完
成
ま
で
の
流
れ
を
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

イペてj
sん~.rょっ L ，/ 

企これから「よってって」の発表です。

真剣なまなざしシンポジウムでの発表
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2
自
白
川
ω
日
〈
火
)
は
、
各
福
祉
セ
ン

タ
ヤ
で
企
画
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ぷ
z

を
行
い
ま
し
た
。

dn

千
畑
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

「地
域
福
祉
活
動
計
画
策

定
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ぶ
」
と
題
し
、

美
郷
町
社
協
に
お

け
る
計
画
策
定
の
手
法
や
ポ
イ
ン
ト
を
学
ぶ
と
と
も
に
、

策
定
に
関
わ
っ
た
小
野
教
授
か
ら
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
の
必
要
性
や
策
定
の
手
順
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

ま
た
、
も
う
一
つ
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
匠

と
一
緒
に
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ポ
プ
リ
を
作
ろ
う
」
で
は
、
講

師
の
指
導
の
も
と
、

参
加
者
の
方
々
は
、

立
派
な

「ポ
プ

リ
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

福祉 Eさより(3) 

o .. 

ラベンダーの香りに包まれて…奮闘中!

事 !見お

六
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
清
水
の
里
街
か
ど
サ
ロ

ン
と
清
水
め
ぐ
り
」

と
し
て
、
六
郷
地
区
の
中
心
部
に
開

設
さ
れ
た
相
談
・交
流
拠
点
の
街
か
ど
サ
ロ
ン
「
ま
め
だ

屋
」
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
に
点
在
す
る
清
水
を

見
学
し
ま
し
た
。

仙
南
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
雁
の
里
交
流
拠
点
で

『は
と
麦
ド
ン
』
と
布
草
履
作
り
」
を
行
い
、
後
三
年
駅

前
に
開
設
し
た
住
民
交
流
拠
点
「
よ
っ
て
っ
て
」
を
見
学

し
な
が
ら
、
仙
南
地
区
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
男
性
収

益
参
加
事
業
や
移
動
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
取
り
組
み
を
学

ぶ
と
と
も
に
、
は
と
麦
を
原
料
に
し
た
ド
ン
菓
子
づ
く

り
や
布
草
履
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

ニテコ清水見学中

これがドンマシーンです

ん?意外とむずかしいぞ



第 11号 福祖tだより

-介護保険制度を利用してサービスを受けたい

・福祉のいろんなサービスについて知りたい

・介護の仕方がわか5ない

・家族の負担を少なくしたい

・介護機器の使い方がわか5ない・・・・・等々

(4) 

美郷町介護事業所

美郷町社会福祉協議会では在宅で生活されている高齢の方々や、寝たきり、認知症、虚弱の方々

のお世話をしている介護者やご家族の悩みや疑問に対して、相談やサービスを提供するため、居宅

介護支援・訪問介護・訪問入浴介護の 3つからなる美郷町介護事業所を運営しています。

. 居宅介護麦援事業所 . 

介護支擾専門員(一般にケアマネーシ‘ヤーと呼ば

れています)が介護で必要になったときの手続きや
サ ピスの紹介、利用についての相談などを行いま
す。また、依頼により各種サービス事業者と連携を
取りながら介護計画(ケアプラン)を作成します。
ケアプランの作成費用は無料です。

利用者の方を訪問 ケアプラン作成中

. 訪問入浴介護事業所 . 

. 訪問介護事業所 . 

ホ ムへjレバーがお宅に訪問し、介護 (入
浴・排j世・食事介護)などのお世話をします。

また、必要に応じて生活援助(掃除-洗濯
買い物・調理)なども行います。

よし、しょっと
気持ちよさそう

寝たきりなどで自宅の浴槽に入浴することが困難な方 お問い合わせはこちらまで
に対し、入浴車で訪問し

居室内で入浴できるよう
にするサービスです。車

の中で沸かしたお湯を使

い、簡易浴槽で入浴洗

身を行います。

美郷町社会福祉協議会

千畑福祉センターTel.85同 2294

六郷福祉センタ-Te1.84・0378

仙南福祉センターTel.83・2122
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み
な
さ
ま
の
善
意
で
地
域
福
祉
が
充
実
!

)ハ)切
羽
一以

U
Uー
〆
)
ラ
ご
ざ
い
ま
じ
た

「
地
域
の
福
祉
、
み
ん
な
で
参
加
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
叩
月
よ
り
実

施
し
ま
し
た
「
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
」
は
町
民
の
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
よ
リ
多
大
な
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
皆
様
の
善
意
は
主
に
、
来
年
度
の
県
内

の
民
聞
社
会
福
祉
事
業
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
貴
重
な
財
源
と
な

り
ま
す
。

町
社
協
で
は
、
こ
の
配
分
金
を
有
効
に
活
用
し
、
地
域
福
祉
・
在

宅
福
祉
を
中
心
と
し
た
住
民
へ
の
福
祉
活
動
向
上
を
は
か
る
よ
う
努

力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
住
民
総
参
加
に
よ
る
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
運
動
」
へ

の
積
極
的
な
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

福祉尼より(5) 

千屋小の皆さんが

十富:祉センターに届けてくれました

ー
美
郷
町
共
同
募
金
会
1

i且かい思いが伝わってきませんか?

その他告小・申学校の皆さん

ありがとうございました

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
職
域
募
金
・

チ
ャ
リ
テ
ィ
パ
ザ
の
売
上
金
な
ど
で
集

め
ら
れ
た
義
援
金
を
、
町
内
の
要
援
護
世
帯

に
年
内
に
贈
呈
し
、
明
る
い
お
正
月
を
迎
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
目
的
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

六

盛

混

Hυ

チ
ャ
リ
テ
ィ
l
バ
ザ
l

吃
月
9
日
(
日
)
六
郷
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
歳
未
チ
ャ

リ
テ
ィ
パ
ザ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雪
の
降
る
中
、
開
場
前
か
ら
た
く
さ
ん
の

方
々
に
越
し
い
た
だ
き
、
「
あ
っ
」
と
い
う
聞
に
完
売
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
ザ
ー
用
品
等
を
提
供
し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
、
取
り
ま
と
め
に
協
力
を
頂
い
た
福
祉
委
員
、
当

日
、
手
伝
っ
て
下
さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

前日の仕分け作業

R，e司|
膨合7~

「あっ」 ドンだ!

当日、満員御礼

おやきの販売



(6) 

，、い
よ
い
よ
冬
将
軍
が
到
来
し
ま
し
た
。
思
い
も
よ
ら
な
い

あ
の
初
雪
の
朝
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
雪
の
下
に
見
え

隠
れ
す
る
落
ち
葉
が
、
一
段
と
寒
々
し
く
思
え
ま
し
た
。

福
祉
科
二
年
生
は
訪
問
介
護
員
二
級
養
成
研
修
が
始
ま
り

ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
っ
て
施
設
実
習
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

三
年
生
は
一
月
に
行
わ
れ
る
「
介
護
福
祉
士
国
家
試
験
」
に

向
け
て
追
い
込
み
に
入
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
施
設
実
習
を
始
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な

ど
様
々
な
面
で
地
域
の
方
々
か
ら
ご
協
力
と
ご
支
援
を
い
た

だ
き
、
こ
こ
ま
で
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
先
輩
達
に
続
い
て
合
格
を
手
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
最
近
の
学
校
の
様
子
】

〈
〉
十
月
二
十
日
(
土
)
・
二
十
一
日
(
日
)
大
仙
市
で
「
大

仙
秋
の
稔
り
フ
ェ
ア
」
が
開
催
さ
れ
、
二
年
生
が
参
加
し
ま

し
た
。六

郷
高
校
福
祉
科
は
「
目
指
せ
介
護
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
し
と
し
て
学
校
紹
介
の
展
示
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、
車
い

す
に
よ
る
会
場
案
内
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
い
ま
し
た
。

福祉 Eさより第 11号

〈
〉
十
一
月
一
一
一
日
(
土
)
・
四
日
(
日
)
昨
年
に
続
き
、
福
祉

科
三
一
年
生
が
「
美
郷
フ
エ
ス
タ
」
で
車
い
す
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
ま
し
た
。
施
設
実
習
や
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
で
お

世
話
に
な
っ
た
方
か
ら
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
励

み
に
な
り
ま
し
た
。

。
福
祉
部
は
「
後
三
年
更
生
園
」
「
角
間
川
更
生
園
」
「
す

こ
や
か
大
雄
(
大
和
更
生
・
ユ

l
ポ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
)
」
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
一
年
生
だ
け
の
初
め
て
の
参
加
で

緊
張
し
た
よ
う
で
す
が
、
一
生
懸
命
お
手
伝
い
し
て
き
ま
し

た。
〈
〉
九
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ま
め
だ
屋
』
の
入
り
口
の
看

板
は
六
郷
高
校
美
術
部
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。

お
庖
に
い
つ
も
き
わ
や
か
な
風
が
吹
く
よ
う
に
、
あ
ざ
や

か
な
グ
リ
ー
ン
で
仕
上
げ
ま
し
た
。

【
福
祉
科
二
年
生
の
実
習
】

前
期
実
習

十
一
月
十
九
日
(
月
)

l
二
十
八
日
(
水
)

後
期
実
習

一
月
二
十
一
日
(
月
)

l
二
十
五
日
(
金
)

。
ロ
ー
ト
ピ
ア
緑
泉

O
ロ
l
ト
ピ
ア
仙
南

〈V
杏
授
苑

O
真
昼
荘
。
真
森
苑

〈
〉
真
木
苑

O
こ
も
れ
ぴ
の
杜

O
桜
寿
苑

〈
〉
す
こ
や
か
横
手
。
ピ
ハ
1
ラ
横
手

八
〉
や
す
ら
ぎ
の
苑
〈
V
か
く
の
だ
て
桜
苑(

十
二
施
設
)

※
同
行
訪
問
実
習
と
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
実
習
も
あ
り
ま
す
。
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，
今
年
度
の
「
秋
田
県
社
会
福
祉
大
会
」
に
お
い
て
、

μ

リ

こ
れ
ま
で
の
社
会
奉
仕
と
社
会
福
祉
活
動
が
認
め
ら
M

'
れ
、
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
表
彰
状
を
い
た
だ
ム

'

き

ま

し

た

。

'

し

こ
の
表
彰
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

υ

υ
が
あ
っ
て
こ
そ
い
た
だ
い
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

，，
 

U

こ
れ
か
ら
も
、
「
優
し
さ
と
い
う
力
一
を
合
い
言
葉

M

，

に
、
活
動
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

'
l

，
 

''''''''
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二
年
前
の
豪
雪
の
際
、
六
郷
高
校
野
球
部
が
「
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」
を
行
い
ま
し
た
。
今
年
も
大
雪
の
予
報
で
す
。

是
非
、
お
手
伝
い
し
た
い
と
全
員
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
が
早
い
よ
う
で
す
。
も

う
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
も
入
っ
て
き
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
二
学
期
末
試
験
で
す
が
、
六
郷
高
校
で
も
風
邪
が

流
行
し
始
め
ま
し
た
。
「
手
洗
い
.
、
つ
が
い
」
を
徹
底
し
て
風

邪
に
負
け
な
い
よ
う
暖
か
く
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

来
年
も
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。
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(11月30日現在)

町内高齢者、退職者等が「共に助け合い、共に働く 喜び」を感じ、
社会に寄与することをモットーに事業を展開しています。

4惨事業実施状況
-契約金額 21，177千円

・会員数 215名

(男 141名 ・女74名)

4，357千円

16，820千円

839件

業

業

数

事

事

件

共

間

約

公

民

契

.、
(除排雪打合わせの様子)

ρ
 J

J
 

企(短冊~ー丈木田口富夫さん)

。主な事業。7月 19日~第3回理事会。11 月 8 日~監事監査(上半期 4~9 月)。11月28日~除排雪サービス事業打合わせ

-技能講習会
(Q) 10月 15 日~ 23 日 緑地保全アシスタン卜講習

(会場:千畑福祉センター/受講者 16名)

(Q) 1 1 月 14 日~22 日 住宅内装アシスタント講習

(会場:六郷老人福祉センター/受講者 15名)

‘(刻字~北飯詰藤津淳さん)

第 10固
(緑地保全講習の様子)

秋田県シルバー人材センターフzア開催される!!
(1 1 月 1 日~7 日・会場~湯沢雄勝広域交流センター)

会員の作晶を展示

お問い合わ芭・申込先

(社)美郷町シルバー人材センター
(六郷老人福祉センター「清水苑」内)

TEL 0187-84-0307 
FAX 0187-84-0307 

(住宅内装講習の様子)
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一

草
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草

草

植

植
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除

書員募集.ゲ

シルバー人材センターの会員を募集していま

す。町内在住で、概ね60才以上の健康な方。毎

月、 15日・ 25日の 2回受付けしております。

※なお、土・日・祭日の場合は翌日の受付けとなります。
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館
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平
成
叩
年
8
月
幻
日

1
什
月

U
日
受
付
分

※
皆
さ
ん
の
ご
厚
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

以
上
の
方
々
よ
り
当
協
議
会
に
善
意

の
金
品
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
厚
意
に
刈
し
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

• 

••• 
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訂
正
文

前
号

(第
⑩
号
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善
意
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欄
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畑
福
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ン
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受
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香
典
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し
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お
グ
'
ん

w-mTふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
日
ノ

ず
め
疋
犀
っ
て
と
九
な
場
所
内

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
場
所
で
す
。
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
友
達
と
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
を
飲

み
な
が
ら
、
ゆ
っ
く
り
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
時
聞

を
過
ご
し
た
り
、
サ
ー
ク
ル

趣
味
活
動
を
し
た

り
、
休
憩
所
と
し
て
、
気
軽
に
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
子
供
向
け
の
絵
本
や
ビ
デ
オ

碁
盤
も

あ
り
ま
す
の
で
、

自
由
に
ご
利
用
下
さ
い
。
現
在

は
、
サ
ン
ワ
ク
六
郷
の
お
い
し
い
パ
ン
と
卵
を

販
売
し
て
お
リ
ま
す
の
で
、

是
非
一
度
お
越
し
下

さ
い
。
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オ
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杏
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一
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よ
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福
祉
大
会
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よ
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事
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郷

婦

人
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田
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築
労
働
組
合
大
曲
支
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支
部
長

いよいよ待ちに待った(逆の方も多々いると思いま

すが • .)冬が来ました。

「ゥ、ソ木~J は、すっかり葉が

落ち、寒空にさらされている状態

です。近々、美郷町シルバー人材

セン タ の 方々がJ置かい「固いJ
をしてくださるのを楽しみにし

ています。

読者の皆様も健康に留意して、

温かい新年をお迎え下さい。今年

もお世話になりました。
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